
地
域
に
よ
る
見
守
り
「
８
３

（
ハ
チ
サ
ン
）
運
動
」
発
祥
の
地

　
朝
の
爽
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
、
品
川

区
を
散
歩
し
て
い
た
二
三
男
く
ん
は
、
子

ど
も
の
見
守
り
で
道
端
に
立
っ
て
い
る
方

を
見
掛
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
小
学
校
の
登
下
校
の
時
刻
で

あ
る
午
前
8
時
と
午
後
3
時
、
大
人
た
ち

が
な
る
べ
く
外
の
用
事
を
行
い
な
が
ら
子

ど
も
を
見
守
る
「
８
３
（
ハ
チ
サ
ン
）
運

動
」
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
品
川
区
が
発

祥
で
、
そ
の
後
、
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
品
川
区
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
中
で
、
地
域
の
支
え

合
い
を
ど
う
や
っ
て
強
め
て
い
る
の
か
調

べ
た
い
」
と
思
い
、
品
川
区
役
所
に
向
か

い
ま
し
た
。

若
年
者
の
転
入

　
二
三
男
く
ん
は
品
川
区
役
所
の
区
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
で『
品
川
区
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』

と
『
品
川
区
総
合
戦
略
』
を
手
に
取
り
ま

し
た
。

　
品
川
区
で
は
、
高
度
経
済
成
長
が
始

ま
る
前
後
に
あ
た
る
昭
和
20
年
代
後
半
か

ら
昭
和
30
年
代
前
半
に
人
口
が
急
増
し
、

１
９
６
４（
昭
和
39
）年
に
は
戦
後
の
ピ
ー

ク
と
な
る
41
万
５
７
２
８
人
を
記
録
。
そ

の
後
、
人
口
は
減
少
に
転
じ
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）
年
に
は
31
万
５
６
９
６
人
ま

で
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降

は
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
、２
０
１
８（
平

成
30
）
年
１
月
に
は
38
万
７
６
２
２
人
ま

で
増
え
て
い
ま
す
。

　
出
生
数
は
近
年
、
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。
母
親
の
年
齢
階
級
別
で
は
、
30

～
34
歳
で
の
出
産
が
多
く
、
出
生
数
全
体

の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
転
入
は
男

女
と
も
に
20
～
30
歳
代
で
多
く
、
転
入
総

数
の
う
ち
69
・
9
％
が
こ
れ
ら
の
年
齢
層

に
よ
り
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
若
い
世
代
が
た
く
さ

ん
転
入
し
て
い
る
の
が
、
品
川
区
の
強
み

だ
ね
」
と
感
心
し
ま
し
た
。

品
川
区
に
愛
着
を
持
ち
、

住
み
続
け
る

　『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
よ
る
と
、
将
来

人
口
推
計
は
、
当
初
は
近
年
の
社
会
移
動

の
傾
向
を
維
持
し
、
そ
の
後
、
社
会
移
動

は
急
速
に
減
少
す
る
「
中
位
推
計
」、
中

位
推
計
よ
り
も
社
会
移
動
が
微
減
傾
向
を

示
す
「
低
位
推
計
」、
中
位
推
計
ほ
ど
に

は
社
会
移
動
が
減
少
せ
ず
、
増
加
基
調
が

当
面
続
く
「
高
位
推
計
」
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
品
川
区
の
日
本
人
の
総
人

口
は
当
面
は
増
加
傾
向
を
維
持
し
ま
す

が
、高
位
推
計
で
２
０
３
３（
平
成
45
）年
、

中
位
推
計
お
よ
び
低
位
推
計
で
２
０
２
７

（
平
成
39
）
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
降

は
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
６
０
（
平
成
72
）
年
に
は
高

位
推
計
で
は
35
万
６
６
２
０
人
、
中
位
推

計
で
は
33
万
２
９
８
９
人
、
低
位
推
計
で

は
32
万
８
１
３
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
将
来
展
望
で
は
、
若
年
者

の
転
入
傾
向
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
世
代
が
品
川
区
で
子
ど
も
を
生
み

育
て
、
区
に
定
着
し
て
も
ら
え
る
よ
う
定

住
を
促
進
す
る
こ
と
や
、
品
川
区
で
生
ま

共
助
に
よ
る
支
え
合
い
で
住
み
続
け
た
い
品
川
区
を

区
民
や
企
業
、
団
体
等
が

           

協
働
の
精
神
で
ま
ち
づ
く
り
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誰
も
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
区
民
や
様
々
な
団
体
と
の
協
働
を
推

進
し
、
共
助
に
よ
る
支
え
合
い
の
し
く
み

を
構
築
す
る
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
り
住
み

続
け
た
い
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
と

あ
り
ま
す
。

地
域
の
担
い
手
と
な
る
町
会

・
自
治
会
を
支
援

　
二
三
男
く
ん
は
、
基
本
目
標
の
最
後
に

あ
る
「
生
涯
に
わ
た
り
住
み
続
け
た
い
安

心
と
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
に
注
目

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、「
区
民
や
様
々
な
団
体
が

主
体
的
に
活
動
で
き
る
、
活
力
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
が

抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
な
担

い
手
で
あ
る
町
会
・
自
治
会
を
中
心
と
し

て
、
企
業
や
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
自
主

活
動
団
体
と
の
協
働
を
進
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　
な
か
で
も
二
三
男
く
ん
が
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
重
点
施
策
で
あ
る
「
町
会
・
自

治
会
の
活
動
支
援
」
で
す
。

　
品
川
区
に
は
、
6
月
1
日
現
在
、
約

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト

　品川区は2017（平成29）年10月

26日・27日の2日間、「全国シティ

プロモーションサミット2017 ｉｎ　

Ｓｈｉｎａｇａｗａ」を開催しました。都

内では初の開催で、関連イベント

を含めて、全国から約2,500人が

来場しました。

　全国シティプロモーションサミッ

トは、シティプロモーションに取り

組む全国の自治体職員が一堂

に会し、まちの特色を活かした創

意工夫や経験を共有し、抱えて

いる課題の解決に向けて意見交

換を行うものです。

　担当者は「都市型観光など都

心が抱える課題や取り組みを共

有することができた他、品川区の

魅力も全国にアピールできまし

た」と話しています。

　それぞれの自治体職員が自分

の住むまちの魅力をどう打ち出

すのか、立場を超えて話し合う機

会が持てたことは、貴重な経験

になったのではないでしょうか。　

れ
育
っ
た
人
、
転
入
し
て
き
た
人
が
他
の

自
治
体
に
転
出
す
る
こ
と
な
く
、
品
川
区

に
愛
着
を
も
ち
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
を
う
た
っ

て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
品
川
区
に
転
入
し
て

く
る
若
い
世
代
が
、
ず
っ
と
品
川
区
に
住

み
続
け
て
く
れ
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
な

ん
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

品
川
区
の
４
つ
の
基
本
目
標

　
二
三
男
く
ん
は
続
け
て
、『
総
合
戦
略
』

を
読
み
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
で
は
、
策
定
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
な
視
点
と
し
て
、
①
子
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
く
、
住
み
続
け
た
い
環
境
を

整
備
し
、
安
定
的
な
人
口
構
造
を
確
保
す

る
、
②
将
来
に
向
け
て
持
続
的
に
発
展
す

る
た
め
、区
民
や
多
様
な
人
び
と
が
活
動
・

交
流
で
き
る
地
域
社
会
と
し
て
の
魅
力
を

高
め
る
、
の
2
点
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
四
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
、
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
を
つ

く
る
」。

　
子
育
て
へ
の
負
担
感
や
不
安
感
、
孤
立

感
を
軽
減
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
、
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
。
ま
た
、
品
川
区
の
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
受
け
さ
せ
た
い
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
、
確
か
な
学
力
と
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る

と
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
地
域
を
支
え
る
産
業
の

活
力
を
高
め
、
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
創

出
す
る
」。

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
と
合
わ
せ
、
地
域

の
活
力
の
維
持
と
雇
用
創
出
を
図
る
た

め
、区
内
産
業
の
活
性
化
を
支
援
。
ま
た
、

今
後
の
雇
用
情
勢
や
景
気
動
向
を
踏
ま
え

つ
つ
、
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
多
様
な
世
代
に
対
す
る
就
業
支
援
を

行
う
と
あ
り
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、「
国
際
化
へ
の
対
応
を
さ

ら
に
進
め
つ
つ
、多
様
な
地
域
と
の
交
流
・

連
携
を
推
進
し
、
と
も
に
発
展
す
る
」。

　
品
川
区
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で

は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ホ
ッ
ケ
ー
の

会
場
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
国
際
化
へ
の

対
応
や
都
市
型
観
光
の
推
進
、
交
流
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
都
市

と
し
て
の
魅
力
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
世
界
に
開
か
れ
た
交
流
を
促
進
す
る

と
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
は
、「
生
涯
に
わ
た
り
住

み
続
け
た
い
安
心
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
を

つ
く
る
」。

　
多
様
な
世
代
の
定
住
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
、

町会 ・自治会など地域の支え合いが

強いのが品川区の良さ
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誰
も
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
区
民
や
様
々
な
団
体
と
の
協
働
を
推

進
し
、
共
助
に
よ
る
支
え
合
い
の
し
く
み

を
構
築
す
る
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
り
住
み

続
け
た
い
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
と

あ
り
ま
す
。

地
域
の
担
い
手
と
な
る
町
会

・
自
治
会
を
支
援

　
二
三
男
く
ん
は
、
基
本
目
標
の
最
後
に

あ
る
「
生
涯
に
わ
た
り
住
み
続
け
た
い
安

心
と
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
に
注
目

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、「
区
民
や
様
々
な
団
体
が

主
体
的
に
活
動
で
き
る
、
活
力
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
が

抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
な
担

い
手
で
あ
る
町
会
・
自
治
会
を
中
心
と
し

て
、
企
業
や
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
自
主

活
動
団
体
と
の
協
働
を
進
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　
な
か
で
も
二
三
男
く
ん
が
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
重
点
施
策
で
あ
る
「
町
会
・
自

治
会
の
活
動
支
援
」
で
す
。

　
品
川
区
に
は
、
6
月
1
日
現
在
、
約

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト

　品川区は2017（平成29）年10月

26日・27日の2日間、「全国シティ

プロモーションサミット2017 ｉｎ　

Ｓｈｉｎａｇａｗａ」を開催しました。都

内では初の開催で、関連イベント

を含めて、全国から約2,500人が

来場しました。

　全国シティプロモーションサミッ

トは、シティプロモーションに取り

組む全国の自治体職員が一堂

に会し、まちの特色を活かした創

意工夫や経験を共有し、抱えて

いる課題の解決に向けて意見交

換を行うものです。

　担当者は「都市型観光など都

心が抱える課題や取り組みを共

有することができた他、品川区の

魅力も全国にアピールできまし

た」と話しています。

　それぞれの自治体職員が自分

の住むまちの魅力をどう打ち出

すのか、立場を超えて話し合う機

会が持てたことは、貴重な経験

になったのではないでしょうか。　
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　「
確
か
こ
の
通
り
に
は
都
電
が
走
っ
て

い
た
と
思
う
の
で
す
が
」

　
九
段
下
に
た
ど
り
着
い
た
二
三
男
く
ん

は
通
り
が
か
り
の
男
性
に
声
を
掛
け
て
い

ま
し
た
。
男
性
は
苦
笑
し
な
が
ら
「
そ
ん

な
の
、
と
っ
く
の
昔
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た

よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
70
年
後
の
現
代
の
都
心
は
、
地
下
鉄
が

主
役
。
二
三
男
く
ん
は
高
層
ビ
ル
が
立
ち

並
ぶ
街
を
歩
き
な
が
ら
、「
す
ご
い
時
代

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
な
あ
」
と
途
方
に
暮
れ

ま
し
た
。

　
九
段
下
に
は
、
千
代
田
区
役
所
が
入
っ

た
合
同
庁
舎
が
あ
り
ま
す
。
二
三
男
く
ん

は
最
初
に
そ
こ
に
向
か
い
、
千
代
田
図
書

館
で
『
千
代
田
区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
』
を
手
に
取
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
資
料
編
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
注
目
し
ま
し
た
。

都
心
回
帰
で
人
口
は
増
加

傾
向
に

　
千
代
田
区
の
総
人
口
は
、
都
心
の
人
口

空
洞
化
が
叫
ば
れ
て
い
た
昭
和
か
ら
平
成

初
期
の
間
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
都
心
へ
の
人
口
回
帰
に
伴
い

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
を
境
に
人
口
増

に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
３
区
分
別
の
人
口
の
推
移
を
見
て

み
る
と
、
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）

は
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
ま
で
減
少
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
増
加
に
転
じ

て
い
ま
す
。
年
少
人
口
（
０
～
14
歳
）
も

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
か
ら
増
加
に
転

じ
ま
し
た
。
一
方
、
老
年
人
口
（
65
歳
以

上
）
は
概
ね
一
貫
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
出
生
数
は
、
近
年
の
中
期
的
な
傾
向
と

し
て
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、２
０
１
３（
平

成
25
）
年
の
出
生
数
は
４
６
６
人
で
、
10

年
前
の
約
2
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
転
入
者
数
は
、
減
少
し
て
い
る
年
は
あ

る
も
の
の
中
期
的
に
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
社
会
増
減
数
は
、
２
０
０
０
（
平

成
12
）年
以
降
、一
貫
し
て
社
会
増
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

以
降
、
急
速
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
千
代
田
区
の
人
口
総
数
増
減
と
自
然
増

減
、
社
会
増
減
の
動
向
を
比
較
す
る
と
、

自
然
増
減
が
人
口
総
数
増
減
に
与
え
る
影

響
は
軽
微
で
あ
り
、
人
口
総
数
の
増
減
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
社
会

増
減
で
す
。

将
来
人
口
推
計

　
将
来
人
口
推
計
の
基
本
シ
ナ
リ
オ
で
は

２
０
５
５
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、そ
の
後
、

新
住
民
が
地
域
に
関
わ
る
仕
組
み
づ
く
り

人
と
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
街
に
し
た
い

２
０
０
の
町
会
・
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
は
、
地
域
住
民
が
生
活
を

営
む
中
で
生
ま
れ
た
地
域
を
代
表
す
る
団

体
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町

会
・
自
治
会
の
法
的
な
位
置
付
け
な
ど
は

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
品
川
区
は
、
町
会
・
自
治
会

の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
町
会
・
自
治

会
の
活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
23
区

初
と
な
る
「
品
川
区
町
会
お
よ
び
自
治
会

の
活
動
活
性
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
。
条
例
で
は
良
好
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
・
形
成
し
、
共
助
の
精

神
に
支
え
ら
れ
た
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
町
会
・
自
治
会
の
位
置
付
け
や
役

割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
区
が
取

り
組
む
べ
き
支
援
、
区
民
・
事
業
者
が
協

力
す
る
事
柄
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
品
川
区
は
、
町
会
・
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
の
た
め
、
そ
の
役
割
を
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
活
動
の
活
性
化

や
拠
点
機
能
の
充
実
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　
地
域
で
の
見
守
り
の
対
象
は
、
子
ど
も

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
の
見
守
り
活
動

な
ど
、
町
会
・
自
治
会
や
事
業
者
と
の
連

携
を
さ
ら
に
深
め
た
地
域
で
の
見
守
り
体

制
の
仕
組
み
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
区
内
全
13
地
域
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
支
え
愛
・
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委

員
と
連
携
し
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
に
対
す
る
身
近
な
場
所
で
の
相
談
や
日

常
生
活
上
の
困
り
ご
と
な
ど
に
き
め
細
か

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

多
世
代
交
流
施
設
で

子
育
て
応
援

　
品
川
区
が
子
育
て
支
援
の
大
き
な
柱
と

し
て
い
る
の
が
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
育
児

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
「
し
な

が
わ
ネ
ウ
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
「
妊
産
婦
ネ
ウ
ボ
ラ

相
談
員
」、
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
「
子
育

て
ネ
ウ
ボ
ラ
相
談
員
」
が
子
育
て
の
相
談

な
ど
に
応
じ
、
希
望
者
に
は
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ン
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
産
後
の
家
事
・
育
児
支
援
の
ヘ

ル
パ
ー
等
の
利
用
助
成
や
、
日
帰
り
の
産

後
ケ
ア
事
業
、
区
指
定
医
療
機
関
で
の
宿

泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も

提
供
し
て
い
ま
す
。

　「
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
子
育
て

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
や
、

マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
な
ど
の
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
。「
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ
」
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
多
く
の
世

代
が
利
用
す
る
施
設
で
す
。
と
か
く
孤
独

に
な
り
が
ち
な
子
育
て
中
の
親
子
と
、
地

域
の
高
齢
者
が
交
流
で
き
る
場
は
、
地
域

の
支
え
合
い
を
大
切
に
す
る
品
川
区
な
ら

で
は
の
施
設
で
す
。

地
域
の
支
え
合
い
で

発
展
す
る
品
川
区

　
品
川
区
は
地
域
の
絆
が
強
い
街
で
す
。

町
会
・
自
治
会
を
中
心
に
区
民
や
企
業
、

様
々
な
団
体
が
協
働
し
て
、
子
育
て
支
援

や
地
域
の
見
守
り
な
ど
、
課
題
解
決
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
子
育
て
支
援
を
充
実

す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
、
地
域
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
や
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
こ

と
が
、多
く
の
区
民
の
『
住
み
続
け
た
い
』

と
い
う
思
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
ね
」
と
考
え
ま
し
た
。

　『
総
合
戦
略
』
を
一
通
り
読
み
終
え
た

二
三
男
く
ん
は
、
大
井
町
駅
ま
で
歩
き
ま

し
た
。
駅
前
に
や
っ
て
き
た
二
三
男
く
ん

は
、
大
井
町
駅
の
変
貌
ぶ
り
に
驚
き
ま
し

た
。

　「
僕
が
昔
見
た
大
井
町
駅
と
は
大
違
い

だ
。
街
は
発
展
し
て
も
、
地
域
の
支
え
合

い
は
強
い
。
少
子
高
齢
化
問
題
も
乗
り
越

え
て
ほ
し
い
ね
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

改
札
口
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

取材協力／品川区

妊
産
婦
ネ
ウ
ボ
ラ
相
談
員
が
妊
娠
・
出
産
か
ら

育
児
ま
で
切
れ
目
な
く
相
談
に
応
じ
て
い
る
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